
（別紙４）

〜 2025/9/22
（対象者数） 63 （回答者数） 34

〜 2025/9/22
（対象者数） 4 （回答者数） 4

〜 2025/9/22

（対象数） 3 （回答数） 2

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
他分野（公認⼼理師および作業療法⼠等）の専門家による連
携。
同じ連携による観察・プログラムの作成など。

2 引き続き、この体制を継続していく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 自治体への改善を希望。

2

3

○事業所名 保育所等訪問支援 れいんぼーぷらす

○保護者評価実施期間 2025年9⽉16⽇

○保護者評価有効回答数
2025年9⽉16⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成⽇ 2025年10⽉16⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数
○訪問先施設評価実施期間 2025年9⽉16⽇

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

自治体により、保育所等訪問支援の⽇数が少ない。
（例）２⽇間／⽉で半年の期間まで等

居住する市によって保育所等訪問支援の⽇数が大きくことな
るため、受けられる支援に差がでている。

公認⼼理師・⼼理⼠・⾔語聴覚⼠・作業療法⼠を中⼼の配置
とし、専門的な療育を提供している。

個々の児童にあわせた、より専門的な療育を⾏っている。

幼稚園の先⽣との共有会議を毎⽉⾏っている。
幼稚園での困り感を把握し、療育に結び付けている。また、
療育のでの様⼦を幼稚園と共有し多角的なサポートを⾏って
いる。

事業所における自己評価総括表公表


